第４回　長南町過疎対策検討委員会議事録要旨
平成２５年２月１５日(金)　1９時０0分
庁舎分館第１会議室
出　席　者　過疎対策検討委員会委員9名アドバイザー１名　
　傍聴者なし
事務局　西野・唐鎌
会議資料　　「まほろばをめざして」レジメ、全国過疎問題シンポジウム
２０１２in愛知資料抜粋、知っとく「長南」情報パンフ
会議の概要
１． 岩瀬委員長あいさつ
２．副委員長の人選について委員長から提案される。立候補なしの為、委員による協議となる。その結果、池田委員と白井委員の２名が副委員長となることで了承される。
３．検討・協議
「まほろばをめざして」のレジメの説明あり。目的は、住民の過疎に対する「意識」を変えていく為にも、過疎対策検討委員会として、どんどんＰＲしていく方法として、定期的に発行してみたらどうかと思い作ったとのこと。　この「案・内容」について委員の意見を求める。
委員意見；
１）広報等で住民へ回覧してはどうか？
２）過疎問題の危機感を感じて貰うため、グラフ等も使用した方が良いのではないか？
３）町民に情報を伝えて行くことは必要だと思う。出来ることなら、顔の見える形（名前・行っていること）が良いのではないか。また、町民と意見交換出来る様になったらとも思う。
４）永く住まれている方々が、もっと真剣になっていくようになることが大切。町民の方にも意識の低い方はいる。
５）押しつけがましくなく、イベントと並行して徐々に浸透していくようにしたらどうか。環境づくりも検討委員会の仕事ではないか？
６）過疎問題はある意味「病」である。希望的な要素も含めた中で進めて行くことも必要と思う。
７）始めるのは良いが、有る程度情報・内容等が見通しの立った時点で出すこととしてはどうか？今の時点としては、時期尚早な気がする。町のいいところの紹介、地区の埋もれたものの紹介とか有る程度情報を得た段階の方がよいのではないか。
過疎に関する情報を、広報・チラシ・ホームページ等を利用し発信していくことは、全委員了承される。
今後、話し合って知恵を出し合い、またテーマ・題材を決め、絵を使用したりして読みやすさも考慮し作成していくこととする。
岩瀬委員長；過疎対策検討委員会における目的の確認がされる。
「若者定住促進に向けたまちづくりについて」と間口が非常に広い。町としては、検討委員会にどこまで期待しているのか？
町；我々公務員とは異なる多様な御経験をされ、また、都市在住経験や全国或いは海外在住経験もある方もいます。また、年齢的・女性的な視点からもそれぞれの観点から、町の過疎問題を考えていただき、多様なご意見等をお伺いする機会を設け、出来得ればそれらのことを、今後の町の施策等に是非反映していきたいということで立ち上げました。今後の町の行う事業を決めるとか、期日までに行った内容の報告書を作成しなければならないということではない。
委員；とにかく、若い方や幼児が少ないのが問題。ここを何とか補充して行かなくてはならない。
委員；過疎対策には、２面性がある。１点目は元気になる対策。
２点目は過疎地域を支えるための施策（２０年後には町は高齢化率が
５０％を超えることとなる。）があると思う。１点目に絞るのか？２も含めて行うのかを、まずこれを決めて行った方が良いのではないか？
委員；基本的に｢若者定住促進｣を主として行うということが基本であり
元気になる対策と支える対策は両方あると思うが、確かに片方だけでは成り立たないと思う。車の両輪のごとく敢えて区分しなくても、出て来たものをみんなで考え、色を付けて行ったらどうか？ひとつずつ今やるべきことは何なのかを協議して進めていったらどうか？
委員；若者さえも住みたい定住促進。住みたいと思うまちづくりそれには陰も陽もないのではないか？
委員；何か始めないと何も始まらないので、とにかく何か始め、途中でたえず見直しを行い、正しい方向に行っているのか？何をしていったらよいか？確認しながら行ったらどうか？
委員；定住を促進するためには、人が集まるイベントを行う必要がどうしても必要であると思う。町を知っていただくためのイベント、アートを使った町おこしイベント、匠の木工を使った展示等によるまちおこし。毎月開催するとかして。
委員；定期的な活動の場の提供としては、連続して人を呼びこむ方法。年に１回では間隔があきすぎる。長南の市を復活させたり、いろいろなものを展示したり、より具体的なことを検討する必要があると思う。
委員；そのためにも、貸してくれる空家等を探すことが必要と思われる。
商店街の活性化にもつながるし、やりたい方々は沢山いるので、是非具体的にやれる方法を考えてみたらどうか？
委員；過疎対策検討委員が実際動いて交渉し、何か始めてみましょう。
委員；野見金公園での１年間限定で、屋外アートなどやってみたら面白いのではないか？終了後はかたづけることを条件にして。新潟の十日町で大きなそのイベントを行い、今年は市原市でも行うとのこと。ひとつのアイデアとして。
委員；商店街の活性化の点で空き家を貸して頂くためには、町商工会の方々とも協議をしていく必要があるのではないか？
委員；いすみ市においては、空家バンクの登録が不動産業者と連携する中で、７０件ほどある。
まとめとして、
１．過疎対策として何が問題なのか？
２．解決方法は何か？
３．誰が進めるのか？
これをいろいろ出してみて、（今出てないものも含めて）その後、何
が出来て何ができないかとか、何を先に行う必要があるとか皆で確認していったらどうか？
委員；実現可能なことを、まず始めることが大事。町の世論を巻き込んで、そう出来るようにすること。過疎対策検討委員会で決まったことが全て出来るということではない。皆さん、町を良くしていこうということで考えてくれているとは思いますが、やれることとやれないことがあると思う。
委員；ただ話をしているだけでなく、提言書なりまとめることも必要だと思う。
課長；知っとく「長南」情報の説明を行う。
委員長；過疎対策として住民へＰＲしていく為の内容等随時情報提供して頂きたい。
次回の開催について協議する。
３月１日（金）１８時３０分
から　公民館２階視聴覚室　で行うことで決定する。
